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全校一心全校一心
～一人一人の持ち味が光る活力ある第三中学校～

ＰＴＡ講演会
ロンドンオリンピックミドル級金メダリスト
講師 プロボクサー 村田諒太 様

― Self determination(自分自身での決断)―
１１月２６日(土)本校体育館で、ＰＴＡ主催の講演会に遠方から、私たち
のために金メダリストの村田諒太選手が来てくれました。
講演前に村田選手は、「人生の舞台は人それぞれ

違っていい。その舞台をどんなものにするか。人か
ら与えられたものでなく、自分の決断で作り上げる
ことこと価値があると思う」と話してくれ、「中学
生は目の前の進路選択をする時期だが、希望校に入
ったことで満足するのでなく、入ってから何をする
かを大切にしてほしい。人生は日々選択と決断の連
続。それが自分の舞台、自分の人生をつくっていく
と思っているのでそのことを伝えられれば」とおっ
しゃっていました。 (村田選手の言葉)
「自己決定によって、人生ははっきり変わる」
「やらなきゃよかったという決断はない」
「人はだませても、自分自身はだませない」
「何ができるかを考えチャレンジ」

～人権週間に向けて～

１２月４日から１０日までの１週間は、「人権週間」です。
「人権」とは何でしょう？ よく言われるのは、一人一人が

生まれた時から持っている「人間が人間らしく生きる権利」と
いうことです。
人権週間に当たり、私の心に落ちる文章を以下に紹介します。
「あなたにとって他人でも、みんな誰かの大事な人」
一人一人が家族にとってかけがえのない宝物であり、「誰か」

にとって何物にも代え難い大事な人なのです。人をいじめたり、
人に意地悪をしたりといったことを聞くと、この「誰か」のこ
とを思い出して欲しいと願わずにはいられません。
いじめられて、悲しくつらい思いをしている人は勿論のこと、

その人を宝物と思っている「誰か」も、同じように悲しくつら
い思いをしているのです。家族かもしれません。友達かもしれ
ません。孫を心配するおばあちゃんおじいちゃんかもしれません。逆に、いじめてしまった人、意
地悪をしてしまった人も、実はその人だって「誰か」の大事な人のはずです。いじめや意地悪をし
てしまった人の「誰か」だって、きっと心を痛めているはずだと思うのです。
思いやりというのは、想像力でもあると思います。自分の目の前にいる人の気持ちを想像するの

は勿論、あなたを大事な人と思ってくれている、直接目の前にいない「誰か」の気持ちを想像する
ことで思いやりの心が芽生えてくるのではないでしょうか。
人の痛みを痛みとして感じられない、想像力を欠いた事件が現実に世の中には起きています。そ

んな中でもみなさんにはぜひ、自分の身に置き換えて、自分がされて嫌なこと、自分が言われて悲
しいことを考えて想像できる人であってほしいと思います。あなたを大事な人と思ってくれる「誰
か」を笑顔をにできるように。
この人権週間を一つのきっかけに、自分たちでできる「人権尊重」について考えていきましょう。
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